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構
波
市
刷
般
世
般
的
納
氏
か
ら
も
パ
ス
波
滋
業
綾
子
潟
、
ん
ま
ず
い
閉
め
て
殺
つ
く
り
、
…
絡
山
間
判
的
い
い
所
宏
、

8

一

七
1uuuhれに
は
い

ι弓
詩
件
、
十
日
間
日
プ
レ
ハ
ブ
絞
脅
の
間
盟
は
汗
ば

H
Uけ
立
は
は
い
れ
ロ
ド
ペ
ニ

-
:
刊
で
き
る

t
7な
施
設
で
す
。
豆
る
ス
剖
刊
用
地
で
き
ま
せ
ん
「
土
た
も
本
町
教
に
青
地
慶
升
く
ん
市
的
小
中
学
校
と
で
す
の
は
く
は
て
…
ス
部
で
、
寄
は
ゴ
て
、
と
て
も
こ
わ
い
な
と
副
都
い
ま
し
た
匂
終
い
ま
す
。
町

、
、
一
ポ

l
ソ
よ
り
も
、
み
な
さ
ん
が
や
る
ス
も
銭
り
か
あ
り
ま
す

3

せ
め
て
休
日
に
か
体
育
館
は
全
蕊
完
備
し
て
い
て
作
常

l
i
的
状
態
が
悪
く
、
校
庭
で
椋
脅
し
刊
万
都
市
と
組
問
き
、
こ
ん
な
線
技
庁
A
M

凶
行
道
路
に
つ
い
亡
は
、
や
泌
を
ん
協
同

一
千
ソ
し
し
し
て
、
認
許
皇
、
ま
も
蓄
量
支
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
に
宇
ば
ら
し
い
の
で
す
が
、
ま
だ
フ
レ
た
い
の
で
す
け
ど
、
狭
い
た
め
に
で
き
没
で
い
い
の
か
な
と
怒
っ
た
ん
て
宇
コ
く
と
り
、
話
を
つ
く
三
品
義
一

戸
τと
き

泌

総

し

、

ぬ

年

半

々

か

ら

す

。

ハ

フ

校

合

と

い

う

建

言

っ

て

い

ま

ま

せ

ん

c

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
言
渡
辺
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ご
も
っ
と
も
で
す
。
筏
を
鍛
え
た
り
し
て
、
撃
し
な
が
ら
三
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一
向
え
る
よ
~
ー
に
な
る
と
態
い
ま
す
れ
油
購
滋
南
市
岡
宿
命
叩
依
地
区
に
は
確
か
に
す
「
午
の
煮
に
つ
い
て
は
ど
つ
で
す
か
。
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
判
部
r
T
は
人
口
が
怒
張
し
ま
し
た
が
、
道
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
逸
め
て
い
ま
す
役
一

一

応

、

委

設

泌

を

ま

だ

ち

ら

つ

ま

撃

が

ま

ど

さ

い

の

で

、

U
T
護
主
た
し
か
に
プ
レ
ハ
ブ
な
重
重
校
庭
が
狭
い
の
は
各
校
路
な
ど
は
ぎ
の
ま
ま
な
の
で
守
c

号

、

こ

主

主
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喜
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う
マ
い
ま
そ
ん
手
議
舎
も
り
い
ま
し
い
ろ
ん
む
も
め
を
つ
く
り
た
い
と
ぞ
と
争
点
っ
て
い
る
と
こ
ろ
-
主
へ
芸
品
警
と
思
い
ま
す
、
こ
れ
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こ
の
た
め
室
、
警
草
草
ピ
れ
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な
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ま
せ
ん

G

い
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吉
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喜
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、〆心
V
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に
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て
い
詐
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て
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ま
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"
淵
怖
が
、
川
州
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約
検
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州
や
し
い
縦
川
内
九
ι

般
に
絞
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れ
た
と
い
、
ヲ
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っ
た
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わ
り
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チ
で
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め
ら
れ
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ま
す
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有
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産
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手
淳
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と
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め
体
資
総
本
体
的
手
て
い
た
げ
い
て
‘
間
開
計
け
し
な
が
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閲
ら
な
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状
椀
い
で
す
“
そ
め
後
機
九
礎
的
叫
に
つ
と
い
う
附
附
に
滋
が
縫
っ
た
た
め
で
、
制
机
ム
附
の
叶
域
協
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間
回
復
官
時
を
J
V
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品
殺
す
る
く
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附
議
さ
れ
て
い
ま
す
か
旬
、
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律
に
一
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線
級
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、
地
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ら
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を
し
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け
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と
か
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概
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で
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台
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き
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う
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た
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約
設
尽
に
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あ
ま
り
か
っ
こ
い
い
よ
と
は

す
が
、
代
表
と
い
う
考
え
で
怠
っ
て
し
ま
う
か
も
1
れ
ま
せ
ん
句
一
一
震
え
な
い
と
思
ヲ
ん
で
す
け
ど

一
一
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
c

h
F
削
川
又
崎
沖
予
さ
ん
〈
久
轡
家
出
T

v

h

p
榔
悶
納
品
膝
介
〈
ん
〈
久
滞
液
中
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な
ぜ
か
い
ま
私
か
ふ
こ
に
い
よ
り
J
い
災
Mmマ
ナ
あ
い
つ
く
っ
て

ま
す
e

来
冷
か
ら
に
は
、
久
中
将
ほ
し
い
と
一
市
開
制
さ
ん
は
じ
め
出

家
中
的
代
表
と
し
て
泌
す
か
し
役
所
内
方
々
に
お
戦
い
す
る
た

〈
な
い
窓
気
を
句
め
い
~
代
表
で
単
ま
し
た
c

ピッチで工事が進む
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市
民
会
詣
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
多
数
の

2
R
に
築
工
L
れ
ん
湖
北
台
地
域
川
内
役

続
工
事
か
‘

7
H
円
オ

i
フ
/
長
め
ざ
し
担

問
叫
白
、
急
ヒ

2

チ
で
議
一
め
ら
れ
て
い
ま

す
ιこ

れ
は
、
持
北
ム
口
キ
ル
ホ
喝
の
2
若
都

労

3
7
8
平
瓦
行
と
、
2
滋
の
一
白
州
川
叩
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4
丹
か
り
地
図
的
広
域
内
的
方

は
下
本
滋
が
機
え
ま
す
。
第
一
小

付
近
で
、
寿
t
了
間
、

2γ
目、

緑

Z
T舗
前
一
部
地
域
内
凶
作
れ
で
す
。

市
で
は
、
昨
年
狭
間
用
開
始
し
た

翻
向
、
録
、
寿
時
…
総
地
域
に
つ

づ
い
て
下
水
遂
由
整
備
受
講
端
的
て

き
ま
し
た
a

執
務
ぞ
住
み
よ
い
磯

筑
後
つ
く
る

t
的
、
総
液
晶
門
的
皆

き
ん
が
、
一
刻
で
も
早
く
機
即
時
L

て
く
古
き
る
よ
う
お
隣
い
し
ま
す
。

3
年

以

内

に
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金

額

は
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く

み

絞

り

健

所

一

救

出

掛

改

造

を

は

っ

冬

加

万

円

、

山

内

脅

は

純

利

子

、

相

公
共
下
水
議
長
一
向
、
え
ば
手
汽
沼
的
内
ケ
完
返
消
で
す

η

昨
年
供
用
問
開
始
し
た

仇抑制問

t
一
一
読
わ
れ
て
い
る
叙
縫
捻
排
水
は
絞
域
内
方
は
も
ち
ろ
ん
今
年
供
用
問
開
始

排
水
級
機
長
っ
く
コ
て
、
公
絞
ま
す
に
す
る
ぽ
械
の
お
が
対
象
で
す
仰
で
、
ぜ

流
し
ま
す
匂
維
持
蹴
明
幽
拾
が
問
題
に
な
っ

U
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

て
い
る
お
一
戸
市
総
務
も
い
ら
な
〈
な
り
緩
水
設
晶
閣
の
広
務
は

ま
す
円
〈
み
絞
り
出
民
所
会
々
は
3
年

以

常

市

議

定

工

事

療

小

、

内
に
本
ム
出
掛
出
所
に
改
滋
L
て
く
だ
お
い
砂
公
共
下
ゐ
市
議
に
後
続
す
る
井
市
小
滅
的

品
叫
換
端
撫
H
A
桂

昌

を

排

本

設

備

閣

工

事

は

、

出

が

街

定

し

た

捻

お
僻
践
し
し
ま
す
孫
子
市
蜘
制
緩
下
水
甲
車
工
事
総
〈
蜘
四
銭
工

な
お
、
〈
み
絞
り
熊
山
を
改
没
す
る
挙
活
)
で
な
け
れ
ば
す
る
こ
と
が
で
詳

方
に
は
災
付
金
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
“
ま
廿
ん

9

夜
在
別
表
的
宮
と
お
り
、
車
内

に
四
日
出
泊
あ
り
ま
す
。

面
一
受
益
者
急
担
金
条
測
に
も
と
ず
く

一
勧
一
排
水
罷
域
と
賦
課
対
象
区
域

d

常
時
械
品
側
負
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金
条
隣
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制
門
。
金
お
よ
び
潔
と
な
り
ま
す
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梢
郁
4
処
理
骨
反

M
M
-
U
同
h
円

然
4
条
町
制
別
総
に
よ
る
排
水
反
蛾
と
鰍
対
象
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品
域
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務
さ
ん
の
ご
務
総
と
ど
第
印
刷
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機
分
間
一
剖
‘
持
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淡
い
川
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次
的
と
お
り
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告
し
ま
協
力
を
お
緩
い
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家
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。
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よ
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動
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仏
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し
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η
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句
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制
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l

r

位
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2
r
務
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ガ
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i
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塙
緩
め
…
創
出
と
し
て
役
淡
な
財
第
3
州
知
樹
仕
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L
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い
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さ
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保
持
問
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品
り
納
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忘
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は
あ
り
ま
法
ん
か
白

納
め
忘
れ
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あ
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と
町
斗
む
引

引
回
明
牟
主
勾
O
一
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い
B
P
E
い
う
と
き
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A

年
金
芝
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ら
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一

n
u
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と
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ま
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。
一
ぉ
凶
器

そ
の
時
的
た
め
に
も
統
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一
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ま
ペ
そ
の
つ
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納
明
科
料
引

め
る
の
が
怒
闘
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と

-
5
3
M出
H
A

一
等
一
い
う
人
的
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め
に
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、

一
ぜ
ひ
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保
険
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Z

一
部
務
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す
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ま
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検
事
務
所
専

念
専
問
什
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仏
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草
2
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日
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今
ま
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な
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が
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検
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取
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落
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ょ
う
o

H

V

と
り
り
と
り
の

g
党
が
、
交
に
運
転
す
る
時

鳩
山
骨
仏
側
を
時
間
ぎ
ま
す
“
。
踏
皆
山
内
で
市
平
か
動
か
な
く
な
っ
と
り

踏

切

事

故

を

あ

わ

て

ず

禁

ボ

タ

ン

ル

?
0
1

1

0

9

タ

ン

の

な

い

持

切

と

は

慢

な

く

そ

う

メ

f

、

寸

や

、

み

色

統

(

澄

)

を

総

り

、

電

車

を

県
内
内
総
切
単
位
は
、
昨
年
秋
以
縫
止
め
る
u
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あぶないよ
輩ガ見えなし
まがりかど

脚
臨
翻
瞬
、
ヤ

韓
麟
繍
山
山

韓
A
明
鶴
引

輔
鰭
叫

拍
融
持
出
法
訟
で
は
、

4
月
l
H
か

‘
布
佐
地
区
総
会
総
本
村
川
市
開
に

帥
汁

y
夜
泌
総
刊
耐
を
‘
開
制
問
則
的
と
お

り
行
一
フ
こ
と
に
し
ま
し
た

ρ

今
印
刷
同
地
判
明
さ
れ
る
あ
総
地
区
一
目
、

法
主
が
ら
内
町
設
と
新
山
開
校
海

地
法
を
あ
わ
せ
も
九
近
年
急
殺

に
人
口
が
酬
明
お
し
て
い
ま
ナ
の
で
、

市
民
、
終
に

M

犯
人
と
f
ど
も
的
安

全
を
問
問
る
と
い
う
句
}
と
に
豆
占
を

お
い
て
ぬ
刻
き
わ
札
て
い
ま
寸
む

主
な
内
務
山
川
、
地
区
内
五
一
饗
波

路
一
会
中
心
/
「
、
た
け
品
中
b
d、
連

敗
相
川
村
料
、
川
町
い
泣
し
め
た
め
め
は

み
出
し
れ
d
惨
一
ん
辿
れ
お
よ

が
え
ク
l
ん
/
i
シ小川

μ間
同
め
延

長
む
ず
。
が
と
り
ひ
と
り
カ
凡

i

ル
を
守
っ
ば
滋
レ
リ
吋
を
み
波
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ぬ
い
部
次
長
一
般
教
幾
{
合
間
門
学
四
幽
)

m
w
上
手
な
縁
し
労
、
間
川
き
方

削
宮
読
品
時
世
犠
し
む

m
w
u
札
脅
的
動
き
を
品
種
鋭
部
移
る
(
経
済
-

間
同
臨
時
時
事
、
徽
絞
)

川
別
減
代
的
教
嚇
門
を
知
る

同
制
緩
念
的
感
受
と
文
化

防
部
品
棋
に
新
し
く
問
問
滋
普
れ
た
婦
人
て
い
く
ニ
と
で
し
ょ
う
ω

泌
総
λ
丹
健
勝
と
心

大
学
は
、
多
数
的
総
務
の
中
で
ス
タ
i
脇
田
さ
ん
の
藤
総
を
お
待
ち
し
ま
す
@
m
w
地
境
社
会
的
関
緩

ト
し
、
熱
心
な
学
裂
が
進
め
ら
れ
て
き
V
準
緩
和
中
綴
吉
年

ω殺
後
を
考
え
る

ま
し
た
台
今
は
、
一
一
年
次
導
削
H
3
i
ス
V
増
糊
岡
田
制
時
毎
月
第
一
，
第
一
一
一
月
畷

ω州
議
術
文
化
へ
の
思
考

へ
的
進
殺
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。
段
、
午
前
知
時
か
ら
総
午
級
制
情
出
市
街
修
〈
附
樹
立
綴
人
教
育
会
総
〉

こ
町
大
学
は
愉
緩
ま
し
い
人
際
関
係
、
V
場
部
問
中
市
党
公
民
館
。
一
一
平
次
日
響
門
コ
i
ス
〈
刀

l
ス刷関

市
回
開
放
機
内
向
上
、
女
性
と
し
て
家
庭
V
募
集
人
数
加
名
{
文
学
機
史
コ
i
学
制
闘
)

人
と
し
て
の
自
己
的
緩
潟
、
を
3
本
的
ス
船
名
、
法
協
持
続
出
問
コ
g
e
e
-
ス
曲
名

)

ω
文
学
歴
史
コ
ー
ス
女
仲
間
史
i
文

枝
と
し
て
‘
輸
入
が
知
性
と
心
的
統
か
い
ず
れ
か
一
コ

8
5
5
8

ス
の
み
遂
奴
、
応
線
学
作
為
に
ふ
れ
な
が
ら
I

き
を
も
っ
て
認
め
幸
せ
を
求
め
て
い
〈
務
多
数
的
場
合
同
同
総
選

ω仲
間
体
経
済
コ
1
ス
、
役
会
の
移
り

ニ
と
を
幽
制
約
と
し
て
い
ま
す
砂
w
v
応
募
資
格
市
内
務
伎
の
却
歳
以
上
変
わ
り
と
仲
間
協
怖
は
闘
機

入
に
出
会
い
、
学
ぶ
も
の
に
め
ぐ
り
の
婦
人
で
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2
部
閉
山
尚
球
で
き
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人
V
申
込
労
液
中
官
製
往
復
ハ
庁
キ
に
、

金
い
、
総
滅
的
中
で
共
に
難
し
〈
発
緩
(
お
子
静
ま
逃
れ
は
ご
途
緩
く
だ
さ
い
。
)
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紙
所
、
氏
名
(
フ
リ
車
ナ
〉
、
部
齢
、

し
て
行
く
ζ
左
で
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あ
な
た
の
日
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も
V
帯
加
鴛
3
0
0
0
内
儀
緩
番
号
、
希
奴
十
る
専
門
コ
!
ス
名

ご
家
族
の
生
持
伯
も
閥
臓
か
立
も
の
に
な
っ
V
器
棚
園
内
審
(
一
コ
i
ス
の
み
}
を
記
入
の
つ
え
4

月
8
仰
向
{
当
ロ
M

抽
出
印
有
効
〉
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
き
い
匂

V
車
込
先
減
孫
子
綾
田
割
、
中
央
公

民
館
総
人
大
学
係

V
問
問
い
合
わ
せ
中
央
公
岡
持
制
蹴

世
間
1
0
5
1
号
、
出
i
0
6
1
1

婦
知人
性大
?学

認
さ募
を集

育学級生募集
たちを健やかに嘗てるためiこ

子
ど
も
へ
の
親
の
か
か
わ
り
方
が
間
同

わ
れ
て
い
る
今
、
綴
と
し
て
創
刊
を
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

心
身
と
も
位
融
問
会
な
子
ど
も
を
育
て

る
た
め
に
は
、
ま
ず
向
問
分
内
日
身
が
広
い

欄
間
野
を
も
ち
も
う
る
お
い
あ
る
時
点
総
合

し
た
い
も
の
で
す
争
本
か
ら
学
ぶ
の
で

は
な
く
、
身
近
で
心
的
か
よ
い
あ
る
友

議
や
先
生
方
を
間
関
ん
で
品
開
…
り
あ
え
る
ニ

の
学
級
い
い
、
ぜ
か
、
ご
参
加
相
く
幻
品
い
a

E
V
讐
漏
出
問
答
家
庭
教
管
じ
附
附
す
る
学

制
閥
〈
捌
円
・
子

rも
的
し
つ
け
、
子
ど
も

の
成
長
寺
hv
税
込
間
都
府
鰭
学
習
、
父
緩
都
地

続
的
役
制
側
、
子
ど
も
の
椀
暗
殺
づ
く
り
、

液
晶
地
関
係
、
議
場
育
と
テ
レ
と
の
与
え
方
、

子
ど
も
を
止
り
ま
〈
環
境
)

マ
応
募
資
格
一
年
生
を
も
っ
総
務
お

よ
が
湾
総
に
か
わ
る
然
縁
者
で
毎
腿
出

耐
捕
で
き
る
入
(
保
持
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
お
子
さ
ん

連
れ
で
も
品
物
館
で
き
ま
す
u
)

曹
v
験
制
柑
幽
問
主
5
0
0
m
門

V
申
込
方
法
各
小
学
校

入
学
後
、
ゆ
枚
よ
り
申
込

書
そ
総
げ
し
ま
す
@
(
学

校
ハ
後
山
尚
)

V
問
い
合
わ
せ
中
央
公

民
峠
時
間
m
M
0
5
1
5

.
部
j
e
9
0
6
1
1

集

潟
市
門
的
合
唱
間
関
件
、
は
仲
間
を
鼻
薬
し

て
い
ま
す
。
気
終
に
お
問
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
総
選
日
に
中
眠
時
閉
来
て
い
た

ね
に
い
て
も
結
構
で
す
。

な
お
、
来
る
7
m
幻
自
(
日
)
に
は
、

市
内
丹
念
鴎
簡
が
集
ま
っ
て
つ
伐
孫
子

衛
隊
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
“
一

35585

結
締
役
事
笥
」

主
会
河
捕
者
余
を
予
防
沌
し
て
い
ま
す

6

時
間
審
会
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
紛
議
し

て
い
な
く
て
も
令
鴎
に
多
加
で
き
ま
す
a

山
間
協
は
、
混
声
合
嶋
ア
イ
ー
タ
(
ウ
ふ

ん
デ
ィ
〉
、
柄
榔
搾
合
同
帽
フ
ィ
ン
ラ
シ
ヂ

ィ
ア
〈
シ
ベ
リ
ウ
ス
)
・
な
閥
会
鴇
美

し
き
膏
き
ド
ナ
ウ
ハ
ン
ン

L

ト
山
下
(
世
綿
;
2
6
7
3
J
ま
ん
は
、

ラ
ウ
ス
〕
な
ど
で
す
匂
漏
出
村
{
官
制
1
6
8
5
8
〉

問
附
い
合
わ
せ
は
、
合
泌
総
盟
事
務
局
、
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いませんか

き
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う

初
心
者
の
た
め
円
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

4

2主
主

い

そ

霊

的

に

ご

英

一

参
加
〈
百
事
い
e

総

勝

p

~

V
曲

m
m
テ
ニ
ス
、
パ
ド
旬
、
ご
/
ト
ン
は
網
繍

4
商
摩

1
0
0
0
問
、
卓
球
‘
バ
レ
i
f

手
輔

は
5
0
9
m
門
〈
係
険
制
竹
そ
の
紘
一

d
l
p

v期
間
各
蛸
問
問
固
と
も
5
滋
附
州
、
た
ど

[

号

f

@
軟
式
。

~
ン
ト
ン
め
み
同
選

F

V
対
象
一
般
市
災
‘
応
募
者
多
数
時
V
場
所
争
終
川
市
公
園
テ
ニ
ス
U
I
ト

場
骨
日
川
被
滋
券
行
い
ま
す
。
な
れ
相
、
申

v
a緩
4
m
月
ぬ
白
か
ら
縦
訓
瑚
本
・
土

し
み
み
当
自
に
、
希
奴
ナ
る
柏
戦
塗
名
、
判
輸
出
口
、
午
前
回
一
時
か
ら
正
午

仲
間
品
川
、
氏
名
、
年
齢
、
電
謡
番
号
帯
数
V
人
数
組
人

い
た
ハ
が
キ
〈
畿
に
は
師
円
も
綴
か
な
い
V
申
し
込
み
4
月
7
口
口
、
や
前
同
時

ζ
と
〉
歩
持
参
し
て
く
だ
苦
い
。
持
事
か
ら
凶
時
四
分
中
央
公
災
総

ず
る
ハ
ず
キ
u
u
一
人
…
枚
、
本
人
分
に

。
硬
式
。

総
η
有
効
で
ず
礎

w
v
制
問
い
合
わ
せ
教
育
畿
財
閥
会
体
曹
界
諜
V
岨
朝
協
削
減
札
台
テ
品
ス
コ
1
・
ト
'

間
関
i
Z
5
1
1
V
U
H
総
4
n
日
目
か
ら
毎
透
火
a

本

躍
目
、
午
的
関
m
w
時
か
ら
正
午

V
人
数
日
明
人

w
v
申
し
込
み
4
R
n
b
日
、
午
前
出
時

か
ら
ぬ
時
間
利
分
湖
北
台
支
一
昨

"

J

F

λ

崎、

重

a'

弘
絞
可
、

切
d

v

h
杭
引
佐
川
叫
可

間
か
グ

h

伊

&
奮

E
d
r
a
m
m匂
J
h
-

、

-
a
e
dグ
仏
ば
革
、

V
議
採
崎
北
本
小
体
企
図
帥
附

V
日
経
4
月
日
自
か
ら
鋒
週
日
時
晴
自

午
後
1
時
か
ら
3
時

V
人
数
知
人

V
出
申
し
込
み
4
U付
9
閥
、
つ
く
し
耳
目

交
紋
午
豹
同
時
か
ら
山
即
時
却
叶
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設
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受
け
る
場
企
は
、
印
蹴
識
と
対

寝

苦
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鷹

晴

子

手

脱

去

し

て

く

だ

さ

い

旬

幼
児
的
腕
時
川
一
は
し
か
}
予
防
接
録

V
滋
山
糊
す
る
輪
出
克

1
議
8
か
月
か
ら

長
、
次
的
隊
出
耐
機
関
で
棋
到
に
行
い
ま

3
統
的
誕
生
臼
ま
で
の
幼
児
a

絞点料品制

す
e

談
脅
す
る
方
位
、
再
燃
療
機
関
心
中
以
外
的
人
は
、
協
定
外
し
に
し
て
務
料
と

込
書
が
埠
窓
し
で
あ
り
ま
す
め
で
淑
按
な
り
ま
す

2

申
し
込
ん
で
く
だ
$
い
α

4

句
総
務
争
務
療
機
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原
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三
獲
競
合
予
隣
接
種

ぷ
総
決
会
予
防
間
接
種
第
一
出
閥
、
第
一

淑
を
つ
ぎ
の
託
料
悦
で
行
い
ま
十

b

お
か

け
る
読
に
体
識
を
判
潮
市
灘
し
、
母
子
守
山
艇

を
か
む
ら

F
持
移
し
て
く
だ
さ
い
。

家

庭

凶

ん

釜

一

抑
制
談
笈
だ
よ
り

I

一

家
綾
田
L

来
柑
説
室
で
は
、
今
月
号
か

ら
抑
制
校
弔
問
討
を
連
載
し
ま
す
。
れ
晶
子
き

ん
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
い
け
れ
ば
平

い
ほ
と
災
い
総
数
を
ム
品
市
み
ま
す
心
お
気

緩
い
い
官
鴨
川
柑
を
し
て
く
だ
き
い
も

今
月
は
、
集
密
(
島
る
い
は
れ
V
ど
り

で
}
万
引
す
る
子
、
う
そ
条
っ
く
予
で

す。
ス
i
パ

i
一
、
!
ケ
ノ
?
な
と
無
人
防

総
抑
制
哨
綴
や
使
い
品
川
て
叫
仰
を
総
京
に

す
る
傾
向
な
Y
い
か
ら
激
励
し
て
い
る
万

引
‘
友
だ
ち
的
問
問
心
を
引
〈
た
め
に
つ

V
欄
絞
日
時
ト
梓
滞
一
H
H
山地
H
か
り
金
叩
地

位
ま
で
、
午
ム
閉
山
山
時
か
ら
午
後
4
時
ま

;ロz我孫子の野鳥中
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V
時
間
開
午
後
1
時
制
分
1
2
時
却
分

ぷ
酷
…
糊
糊
緩
滋
翁
附
町
初
日
年
9
刃
1

日
か
ら
応
部
3
日
月
訂
日
ま
せ
生
ま
れ
れ
~

幼
児

*
第
二
期
総
滋
袋
務
…
州
制
的
予
防
接

擦
を
終

γ後
、
ー
年
主
緩
過
し
た
幼
児

V
緩
畿
を
受
吋
ら
れ
牟
い
幼
児
市
w
l

部
以
内
に
ひ
き
つ
け
を
お
与
し
れ
九
幼
児

依
発
熱
し
て
い
る
、
ま
た
は
経

L
い
栄

建
両
陣
綴
が
あ
晶
幼
児
品
中
(
ハ
い
識
変
百
系
岳
民

感
、
脚
内
・
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筑間日号

言言ダ *じゅうだん率スどーカ一

三男 1⑤譲ってください⑮

手警*祭出nイク*ベピベッド

三*コンピラ、ジワ*工業潟ミシ

吾川スタンド式鳥かごキCB
室主主譲恥お下がり健康器

ヨ少申し込ib ffi渓守活諜

〈冨定糞産税総期を5月iこ変更〕
湿潤57年度は閤定資産の基準年

度にあたり、評価答えが行われ、

喜平鱒替えによる税負担の議場を避

ける主主め負担謂整ガ仔われまし疋。

これC伴い、遠常の手療による

課税率務ガ遅れる定め、第1異自4
Fヨのところを5F'lに変塗します。

(締罰罵粍まち琶器S館〉
市民図言書館;:!;厳重喜整理のだめ、

砂練習8際 主語守・ 3三ζ襲撃邸、書誌

2-48寝室図 午語TI6際3阪まから

9H寺〈話量熊蜜 pg!E7己お〉
険電器所 市民会総{まガ

"念資自2設∞fIl
炉問い合わせ 衛星雲官85-2274

伊銃撃Fr~背υJAY-~

霊堂縫綿入ぞ11レーポーjレ毛主し主主

い方はどうぞ、年齢1立問い訳せんo

'練欝日 不尊重巴と臼程童図の午金

7跨30分から91涛30分訟で

惨錬聖書議所 布佐cp体言寄鑓

砂連絡先子百佐A臼Cワラブ

鈴木美枝子宮89-2，問

4県読等面~\ラ在日議室3
言午司を受けて猟銃や空気鋭沼置所

持されているおは、必ず軽量震を聖堂

けてください。

砂B跨と場所 * 41'寺17Eヨ)ds寄初

中央公民箆 本4月守政8約書喜望書著書

*4月208我孫子市民会懇 *4 

月22日流出活文化会室宮

き主怒るごとの大おさ、警護幾ぜこ鐙 沙8~苦 41'奇14Eヨ0.10事懇llQi @手翼沼擦烏会と力つント@

午室主10!翼'i *努2主主午後2鯖 参 向8 4月11BC臼〉悶天ヰコi上

易加をき喜善 4然25BC長3h守主llEl盗8、主吾霊童30分嘉吉より我孫子!1R ~集合 主主孫子市役所 午前9防

午級殺善寺30長査 本21Qle IE午 苓ottら子イクロパス宅王室雲行 @I紹事D57年度総会@

*ミ3立遣をヨ午後2務30分 ・.pg望書大議議波氷室語、大き告主言動 修用8 4Fi118C臼〕午後1時

静語講話時子寝袋重量総 合、 i器出毒事夜換1¥ウスほか 惨 会 場 高 野 山 香 思 荷 社

惨事襲書喜重費 総評寄りち紛子号、言語Eヨ話 傍罪司い合ねな 議室力中央研究鋲 @大井13，頭探鳥会@

告OF守(3選議以上〉 持ち与すもり襲撃はわ 盟 82-1181 ~月白 4月25日(臼〉雨天中J.t

工ニでアプナ一一三¥ 惨集合 我孫子駅日立札口 8時10

分〈寝食と71<筒を持参のこと〉

あ び
..，.降

、岬

ヘ仁科然公設費君!とあり話可。

隠滅宅去、事詫際襲撃室長長賞織なして綴り

罪者総選霊じり議議機器器製誌のみ可才、 長辞い務

総に入定ぎでぎ撃をまてま。数孫子ttBtt

終的淡いき員数程調JlIl!述、重j¥E日w絡、

持、成83などがあり務管。的襲撃

的奈良はf目撃翼線機毒事遊撃にあり在京サ0

.砂問い合わt空 襲謀総「日公従事議機係

議官号線寝泊官時472-27-4131

illl1甘え主eO1詩色提唱をうけi'J:移。

防署警の詩書官当l品、 務長調サツキ唱を綴著書

して〈主ぎあい。〕

~8跨 4Fi竹防〈モヨ) 5)'ヨ ω
CEヨ〉 午荷iu9隣t'tB援金子主まで

砂話題担野・問い合わt主 意義審議浴〈叉

ヨ三台6…む…25 措 83…0446)

ニエ文化後強我孫子滋将軍主

蕊在、 80'言ぞろの議長義自問主主義~Cり務

者E遜し;あい、さ在護憲宅をき雪りま勤務しあ

ってい法改。さ謀総の審議運をおめ去さい

天王1革、ぜひ、ど入会くだささいn

.砂漠絡先 護軍免曽ii8-g宣お

種雇爾嘉藤生量童基
41'ヨ1Eヨから15Eヨ'"で休豊富します。 いずれも午諮9H害から午後3H幸 FM主義主主唱を草寺尾し;I~三遜霊雲母子j選議後

この際i立返却もできません。今、 診碕い合わせ抱警察号室効お言撃 で学び法令んだ。差益絞殺事襲撃連絡11

3ラ儀りはなっている本は4;;司168 君0471-67告181、索審議友会我孫 至宝れるi主力、どな主乏でも主主務主主将

以後iこごあ返しください。

広あ総豊富皇室言書館皇軍そよかぜさきは

緩行し訟ですので、ご員iFll<ださい3

C鶴子予〓会ジユ長莞区一勺ソー -ÀQ5~ ) 

i湖じ巴おで主主霊訪している{也市o
'J…ダーと主主流守るのがう、「百三f

ユコ汐'J……ダ…スクラブの活動o
)'jf1宅を擦り2さいと怒~¥宗主主白書室授

さ在、 大学生等専(J)"fjで、 言寄D王手o走塁

数、ボランチィヨコ遂毅!こ務'sの遣さ

る万も三ぜひ、こ毒事roくござ%、

~8a事 4F守午奇ijf主総30

fラかそう午後3終

惨事露綴 tbE悪銭安宝章寵 -3会議室

~p官怒 りーダ…スクラブo総総

量豪震設方法についとのき差し合い。く芸品

しおし¥O高張、警警外/てーティー〉

，..罪悪いさきわ従 事主主主事主要警豪華

予支吉E事務雪宮随行i1(p:j303)

毎盃，~ z:協力主ち
敵[ffi!;:!;、入量書[てのみ委された毒事

い燈りものです。ごの喜吾妻雲の携を、

もっと大きく広げるだきち、ご窓会

をお競いしますε

，..E三善寺・場所 41'ヨ168 ffi役員奇

守言語9H寺30分からiE午、つくし密

主主主告書筆午後守護毒30会主主ら3芸春喜まで

告を学霊童で7言号、 さま去さ…敏幸義E去のき軽

主立ち惨事翠でき家宅fo

惨事事重量綴鈴 41'苦240<まで

，..塁塁い合わせ業主盛大学湾総釜幾

重量校 渋谷察署言ヶさ"'2-28-4

昔話3-467-81行

4需は薄111薬犯問題
私たさきの湾j討ををきれいに

醤冨菌堕盟国鴎…一
第6器サ号ンコンサート ファミリーコンサート

司ドプログラム ドソプラーハン 家集そろって"クラシァク的夕

方"}ア総{義文]~JI場、メンヂルスゾ べ'を楽しんでいただくため、終

…シ:f1'の数・ベニスの舟:政・春 しまれている簡を解説しをがら演

の欲{隷詩歌集主り}、 7才一レマ 奏します6

シシリヱンヌほか *出演滋111 *ブ臼グラムスソベ経病兵F芋

泌総{主雲寺李首務フルート毒者} 曲、ベ トーベン:交響曲第§審

法111克己{ロン・ティポーコンク r運命J より第 楽章、アンダ…

ール第2t立} ソン:f壬った野寺言仁ヨハン・ン斗

~8善寺 ， 11同，l(1:.)午後， .寺 トラウス 美しく青きドナウほか

惨入詰露戦 1</¥10001'1 高校生以 *演奏 我孫子市民フィルハーモ

1'7001'1 {世おお痛} ニ 管弦楽I耳{指俸・解説林紀人)

争入場券のお求め*北口ひらえf書 惨B蒔 けJI7日(士)午後 4時

1苫*S:;!善重量壁自*荒弁書墜活*ち}ft喜善 砂入場料 坦料{全自由席}

検綴滋総綴鈴滋臼滋協会下約91涛 |光祭料一…屋護活*ブ、シクススヌ ・整理券のお求め*市役所および

紛制 的 |キ卒中央公民総本部鵬首堂本市E主 任支所*市民会館*中央公民館*

争襲撃遺書余議議 ;ぬめ著書大会議警護 !重量産意内旅正当勺ろガv)" キ'J、中学校

'襲撃tλ会ね性殺さき惜82…7818 …一主鐙・事変育委主議会 問い合わせ・市民会舘

j線機鍛

J":Iメゴ 1_ 1 (6) 

語力中央詩究至宝量豊 ⑧寺舎⑧

ffiPヨマヲパコー癒翼うごとJ己、

約3炉ltプタバコの収入としてF百の

@ホームグランドの

シギ・チドリを探る会@

惨月日 4月初日〈祝〉

砂集合我孫子市役所午前9持

ねま顎!と主より訴す。

{311ウンティヨコの会)
・lE郷軍主 4悶2B(愈〉午前100寄

述通itt去市災センター

+JlIl綴勉強会 4)'司初日〈水〉守的

1C粉閥J工会総

+~在学賞割強余 41'弓30Eヨ(金〕午前

代理寄 附l余餓

・5盟曜関連E悪事t士主主総 41'弓15日〈フド〉

.鱗言普賢議総t士浴車詰 4::司21日く71<)

砂燦絡先 総会話華社長謀議会宏;，84…

1539 

一圏一団国
)4我孫子ライオンズヲラブ〈会長

径回界〉嬢から桜の笛木504'の雪

縁がおりさまGCQ

事ヴコオラン美容皇室PARTII様

〈殺孫子〉から社会答祉護産主主基金
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るij立五五の 空自3万123m司め寄付1J

ありましだ。

事君主窃紹子様〈栄〕からつくし聖予

言車 普通要請産量へ、 D主主人形 式め言言

翼君主プありをましだ。

今公民主室料重量害警察主主 罪事綴主主ら尊重

干止のだめiこと乃内の護霊的tiet5tう
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悲し主主α

.82ドキリスト事実告書主主主草子事実余録
から議問主義伎作業主持!こ守 7ラi号の害警

iすがあるつ霊祭し主主。

.稼ι吾雲罪ゼネラルフーズ緩から軍事

長持磁主上{ヲ慎重義話時Oliザ-1二:u李乙E繁t'

181モヨき吾ω立ミ幸震で総iflA主総 手でラ}l>:ヌ 文章室長議20m号機幾分6う

F喝の鮫綴5(jt't~野署皆、ぞきき警かをう'7ち 裏書i宮1Jl!bVヲEまし主主稔

E誌のひろI<fJ Iの幾重量として、機竜王 EilØj~騒拘置副E・
おもって襲撃緩いだしをまず。綴号室習e
仏 繍 締 役 で す 。 I85-13守3
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